
昨年1 2月1 5日（日）の午前1 0時よ

り、琵琶湖博物館大ホールにおいて、

関係者を含めておよそ1 0 0人が参加

して、「世界湖沼ビジョン：行動への

呼びかけ」と題したシンポジウムが

開催されました。

このシンポジウム

は、3月2 0日・2 1日

に開催される「第3

回 世 界 水 フ ォ ー ラ

ム・滋賀デー」で発

表される、「世界湖

沼ビジョン( W L V：

World Lake

V i s i o n )」について、

その必要性と内容、

世界の湖沼が抱える

課題等について、広

く県民の皆さんに知

っていただくことを

目 的 と し て 、

I L E C ・ 滋 賀 県・

U N E P - I E T Cが共同

で開催したものです。

国松滋賀県知事、スティーブ・ホ

ールズU N E P - I E T C所長、吉良世界

湖沼ビジョン委員会会長による挨拶

に引き続き、午前中のプログラムで

は、中村琵琶湖研究所所長によりビ

ジョンの必要性についての講演が、

また、ウォルター・ラスト南西テキ

サス大学助教授によるビジョンの紹

介が行われました。その後、井手滋

賀県立大学助教授とジェフ・ソート

ン氏により、ビジョンの課題につい

て講演がありました。午後の部では、

世界の湖沼管理の事例紹介として、

チチカカ湖（ペルー・ボリビア）、琵

琶湖、トバ湖（インドネシア）及び

カリバ湖（ジンバブエ）の事例が紹

介されました。その後のパネル討論

では、"世界湖沼ビジョン：行動の必

要性と私達の課題"と題して、6人の

パネリストによる議論が行われまし

た。また、参加者からも多くの意見

が出され、活発な意見交換が行われ

た後、小谷I L E C専務理事の挨拶によ

り、シンポジウムが終

了しました。

参加者の皆さんか

ら寄せられたアンケ

ートによれば、多く

の方々が、今回のシ

ン ポ ジ ウ ム を 通 じ

て、「世界湖沼ビジ

ョン」の必要性とそ

の内容について、ほ

ぼ理解できたと答え

ておられ、シンポジ

ウムの目的が達成さ

れたものと考えてい

ます。

尚、シンポジウム

に引き続き、 1 2月

1 6日～1 8日の3日間、

世界湖沼ビジョン策定部会が開催さ

れ、よりよい「世界湖沼ビジョン」

の策定に向けて、熱心に議論が行わ

れました。（その内容については、本

文記事"「世界湖沼ビジョン」の要旨

"をご覧下さい。）
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人類は、これから始まる21世紀に、

重大な課題の達成を迫られています。

それは、地球という惑星の限られた

空間に適応し、淡水のように必要不

可欠な資源がますます不足していく

事態に対応できるような、新しい文

明を築き上げなければならないとい

うことです。世界に存在する淡水の

うち、利用しやすい部分の主要な供

給源であり、貯蔵場所となっている

のが、湖沼なのです。自然基盤の悪

化と、枯渇なしに持続できる社会へ

と変えて行く、この大きな変革の中

にあって、湖沼はその極めて重要な

舞台となるでしょう。しかし、そう

した多くの湖沼が、すでに危機的な

状況に陥っているのです。「世界湖沼

ビジョン」の目的は、この高まる危

機に光をあて、持続可能な利用のた

めの管理への移行の指針となる、原

則を、明瞭に述べることです。また、

「世界湖沼ビジョン」は、湖沼の長期

にわたる健全性を確かなものとする、

実用的な青写真を提供します。さら

に、人間の生存、経済的発展、そし

て多くの生命を支えている生態系の

維持のために、人間社会が必要とす

る淡水の統合を提供します。

地球上に存在する淡水の9 0％以上

を占める湖沼が、現在直面する問題

の緊急性について、誇張するのは、

難しいことである。世界中の重要な

湖沼のほとんどが、現在危機に瀕し

ている。湖沼は無数の問題に直面し

ており、こうし

た問題は、

湖 沼 の

水 質

と

容量、湖沼に生息する生物、湖沼周

辺に生活する人々への水の供給につ

いて、影響を及ぼしている。ある湖

沼は、過剰な取水と分水の被

害を受け、その他の湖沼

は、周辺の陸上に住

む人間の活動によ

る汚染によって、

水質が悪化して

いる。

こ こ 数 十 年

間で、流域外

で 発 生 し た 問

題、特に酸性雨

と 気 候 変 動 が 、

すでにストレスを

受けている湖沼生態

系に、新たな負担を加

えているのである。

湖沼の危機が、ますます高まって

いるという、明白な証拠があるにも

かかわらず、ほとんどの湖沼には、

長期にわたってその健全性を保ち、

人間の水に対する需要に応えるため

に必要とされる、十分に考えられた、

総合的な管理計画が存在しない。湖

沼を管理し保全しようとする現在の

努力は、そのやり方の視野が狭く、

断片的であるため、多くの場合、失

敗に終わっている。「世界湖沼ビジョ

ン」は、我々が直面する湖沼管理に

係わる多大な困難に対処するために、

必要とされる総合的な枠組みを提供

することによって、実用的な指針の

必要性に応えるものである。「世界湖

沼ビジョン」は、いろいろな人々に

とって、有用であることが明らかに

なるであろうが、その第一に目的

とするのは、世界の湖沼集水域

に住む人々の、努力を手助け

することである。

現在のところ、ひどく悪

化してしまった湖沼の数

は、比較的少ないものの、

南中央アジアにあるアラル

海のように、流入河川の分

水によって、文字通り消失し

つつある悲劇的な湖沼消滅の

事例は、我々に対して警鐘を鳴

らしている。汚染防止と持続可能

な利用についての全体論的かつ総合

的な手法の欠如により、湖沼と湖沼

に依存して生活する人々は、近い将

来、同じように悲惨な運命に

直面するであろう。この

ことは、湖沼が持つ

淡水資源、食料資

源、レクリエー

ション資源とし

ての価値をはる

か に 越 え た 、

大 き な 消 失 を

意味しているの

である。湖沼は、

人間の歴史にお

いて、文化と景観

の揺りかごとしての

役目を果たしてきた、

美しく生物学的に複雑な大

きな存在でもある。

「世界湖沼ビジョン」は、世界中の

湖沼についての、効果的な管理プロ

グラムの策定と実施のための指針と

なる、一連の原則を提供するもので

ある。これらの原則は、すでに「世

界水ビジョン」の中で明瞭に述べら

れている原則を補強するものであり、

特に湖沼そのものと、湖沼が持つ独

特な性質、湖沼の利用、そして、湖

沼が直面する脅威に焦点をあててい

る。また、これらの脅威に対処する

ための、有望な戦略について述べて

いる。この戦略は、現在、地方レベ

ル、国家レベル、或いは世界的なレ

ベルで、湖沼が直面する脅威に取り

組んでいる人達が、長期にわたって

実施できるものである。

予防原則は、こうした努力の出発

点でなければならない。この政治的

な意思決定手法が強調しているのは、

社会と政府が、十分な科学的確かさ

が欠けていることを理由に、深刻で

不可逆的な環境破壊に対して、特に

傷つきやすい湖沼について、行動を

起こすことを先延ばしする口実にす

べきではないということである。

さらに、「世界湖沼ビジョン」

は、淡水資源管理についての

ダブリン宣言を具体化する

ものであり、水開発と水管

理において、女性の果たす

「世界湖沼ビジョン：行動への呼びかけ」要旨



中心的な役割を含めて、

市民参加の重要性を強調し

ている。

「世界湖沼ビジョン」の中

で、詳細に述べている次の7つ

の原則は、持続可能な利用のため

の湖沼管理への移行を達成するため

の、青写真を提供する。

原則1：

湖沼の持続可能性にとっては、人

間と自然の調和した関係が不可欠で

ある。

原則2：

湖沼の持続可能な利用のための管

理行動計画を策定し、適用する範囲

は、集水域が適切な単位である。

原則3：

湖沼悪化の原因を防止するために、

長期的かつ予防的な手法を取ること

が、極めて重要である。

原則４：

湖沼管理のための

政策の展開と決定は、

信頼できる科学と利用可能な最善の

情報に基づいて行わなければならな

い。

原則5：

湖沼の持続可能な利用のための管

理は、現世代、次世代並びに自然界

のニーズを考慮に入れ、競合する湖

沼資源の利用方法間の紛争を解決し

なければならない。

原則6：

危機的な湖沼問題の存在を明らか

にし、解決するためには、市民と他

の利害関係者が、効果的に参加しな

ければならない。

原則7：

持続可能な湖沼の利用には、公正

さ、透明性、すべての利害関係者へ

の権限付与に基づいた、優れた統率

が必要不可欠である。

「世界湖沼ビジョン」は、何よりも

先ず、"行動への呼びかけ"なのであ

る。湖沼の持続可能な利

用の鍵は、長期にわたる、

人間の水に対するニーズ

と、そのニーズに自然が応

えられるかどうかのバランス

を理解することである。「世界湖

沼ビジョン」は、湖沼の持続可能な

利用を図るために必要な、個々の湖

沼についてのビジョン策定のため、

湖沼資源と利害関係にある湖岸の地

域社会、政策決定者や他の人々を支

援するために、幅広い行動と戦略を

明らかにしている。実際、もし我々

が湖沼とその資源を持続可能な方法

で利用することができないような

ら、他の淡水資源について"持続可能

な方法で利用する"という目標を達成

することは、ほとんど望みがないよ

うに思われるのである。

以上が、最新の「世界湖沼ビジョ

ン」の要約です。現在、3月1 6日か

ら始まる第3回世界水フォーラムの

滋賀デー（3月2 0日、2 1日）での発

表に向けて、「世界湖沼ビジョン」

の策定は最終段階に入っており、2

月2 4日と2 5日に開催される起草委員

会において、その最終案が決定され

ます。
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来る3月1 6日から2 3日の8日間にわたり、滋賀・京都・

大阪の3会場を結んで開催される「第3回世界水フォーラ

ム」の内、1 9日～2 1日に開催される、滋賀会場でのプロ

グラムの詳細が決定しましたので、お知らせします。

1."フォーラム分科会"

以下に示す4つの主要テーマと、その他5つの分科会を

あわせ、5 0を超える分科会が開催されます。会場は、び

わ湖ホールと大津プリンスホテルです。

(1)「統合的流域および水資源管理」

(2)「水と平和～水を通じた紛争解決～」

(3)「世界子ども水フォーラム」

(4)「『水と食と農』大臣会議」（3/21のみ）

I L E Cに関連する分科会として、次の3つの分科会があ

りますので、皆様のご参加をお待ちしています。

◆「世界湖沼ビジョン：行動への呼びかけ」（3/20:12時

30分~15時15分、於大津プリンスホテル）

◆「世界湖沼ビジョンの実行のための戦略と行動」

(3/21：8時45分～11時30分、於大津プリンスホテル）

◆「世界湖沼関係知事・議長会議」（3/21：15時30分～

18時15分、於大津プリンスホテル）

尚、これらの分科会に参加いただくには、登録（有料）

が必要となります。登録には、8日登録から1日登録等、

いろいろな登録方法があり､皆様の目的に合った登録方法

を選ぶことができます。

第3回世界水フォーラム

滋賀会場のプログラムの詳細決定

2."びわ湖水フェア"

3月1 9日から2 1日までの3日間、フォーラム分科会の会

場周辺で、「びわ湖フェア」と題して、N P O、県民グル

ープ、企業などの方々による活動発表や、楽しい水のイ

ベントが開催されます。入場は無料ですので、お気軽に

お立ち寄り下さい。会場は、県立体育館、ピアザ淡海、

なぎさ公園です。

3."その他関連プログラム"

この他、水フォーラム参加者の皆様に、滋賀県/大津

を楽しんでいただくためのプログラムや、記念式典を予

定しています。

(1)「滋賀デー開会式」

（3/20：びわ湖ホール　大ホール）

(2)「滋賀歓迎レセプション」

（3/20：大津プリンスホテル　プリンスホール）

(3)「滋賀歓迎コンサート」

（3/21：びわ湖ホール　大ホール）

(4)「エクスカーション（現地見学）」

（3/19～3/22：9コース実施）

(5)「びわ湖水フェア・交流事業」

（3/15～3/23：「日米草の根環境NGO交流事業」他、

合計5事業を実施）

これ以外にも、第3回世界水フォーラムの開催に先立

ち、多数のプレイベントが実施されます。観光がてら、

こうしたイベントに参加されては如何でしょうか？
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チチカカ湖、デサグアデロ川、ポ

ーポ湖及びコイパサ塩湖に関係する

流域は、ペルー共和国、ボリビア共

和国、チリ共和国に跨る大きな閉鎖

流域を構成している。これら三つを

合わせた流域は、T D P S地域として

知られており、グリニッジ座標南緯

1 4度0 3分から2 0度0 0分、西経6 6度

2 1分から7 1度0 7分にかけて広がって

いる。この閉鎖流域の合計面積は

1 4 3 , 9 0 0 k m2に及び、ペルー側のプ

ノ行政区と、ボリビア側のパズ行政

区とオルロ行政区から成る。デサグ

アデロ川は、チチカカ湖とポーポ湖

をつないでいる。ポーポ湖とコイパ

サ塩湖の間を、延長 1 3 0 k m ､勾配

0 . 0 2％のラカジャヒュイラ川が結ん

でいる。洪水時には、コイパサ塩湖

は、約2 0 k mのネグロジャヒュイラ

水路を通じて、ウユニ塩湖につなが

る。コイパサ塩湖は、6 0 , 0 0 0 k m2の

流域面積を持ち、その平均湖面積は

1 2 , 0 0 0 k m 2であり、平均標高は

3,653mである。

(1) 流域の特徴

アンデス山脈（平均標高3 , 6 0 0 m以

上）の中でも、T D P S地域は高標高

に位置するため、夜は寒く（年平均

8度～1 0度）、昼間は快適な気候であ

る。年間降水量は、南部で2 0 0 m m、

北部で1 4 0 0 m mであり、これがチチ

カカ湖での最多降水量である。この

地域における主要な自然の脅威は、

長期間にわたる厳しい渇水と、激し

い雨と洪水、ひょうの嵐、寒波など

の気候である。こうした自然現象は、

地域の農業に、甚大な被害を与えて

いる。歴史的に見ると、大規模な渇

水が少なくとも1 2回、同じく大規模

な洪水が少なくとも1 0回記録されて

いる。1 9 8 0年代には、こうした渇水

や洪水によって、3 4 0万ドルの損出

を被り、年平均では3 4万ドルの被害

となる。この地域の地形は非常に変

化に富んでおり、その3分の1以上

（3 8 . 6％）が山地から成り、3分の1

（3 3 . 5％）が平野、峡谷、凹地から

成り、5分の1（1 9 . 5％）は、緩やか

な斜面を持つ丘や高原から成ってい

る。そして、残りの8 . 4％が湖などの

水域である。

この地域における生態系上の特徴

は、プナ（p u n a）と呼ばれる、堅い

牧草のような草の群落、革質の葉を

持つ小さなブッシュ、クエニョア

（P o l y l e p i s）の森、それに日陰を好

むその他の樹木がある。動物相の特

徴的としては、コンドルやフラミン

ゴのような鳥類と、ラマやアルパカ、

ビクーニャ、グアナコのような、ラ

クダ科の動物が豊富なことである。

また、世界最大のカエルとして知ら

れている、テルマトビウス属のカエ

ルも生息している。

動物種の豊富さが印象的ではある

ものの、あるものは絶滅の危機に瀕

している。こうした特徴に加えて、

チチカカ湖と、他の高地にある湖に

よって作り出される特別な条件が、

トトラリス或いはトトラ葦と呼ばれ

る、生態学的に重要であるばかりで

なく、経済的にも重要な、特殊な水

生植生を生み出している。さらに、

こうした湖は、その多くが渡り鳥で

ある、様々な種類の水鳥を育んでお

り、現在でも、ある程度商業的に重

要である、この地域固有の魚も育ん

でいる。

(2) 流域における環境問題

この地域における、天然資源の激

しい開発によって、特に一部の気候

条件が厳しく、かろうじて固有の動

植物が生き残った地域を除いて、生

物学的資源と土壌は、一般的に悪化

した。持続可能でない天然資源の利

用が、森林破壊や広範囲にわたる侵

食、河川の堆砂、土壌の塩化、堆砂

による湖の埋没、そして分水界のア

ンバランスを引き起こし、水の流れ

に極端な変化をもたらしている。こ

うしたことに加え、T D P S地域内の

湖と河川は、持続可能でなく、規制

のない鉱山と、輸出用の金属を生産

する鋳造場からの化学物質によって、

汚染され続けている。最後に、成長

し続ける都市部からの、処理不十分

な下水による汚染が、これに加わっ

ている。この地域の動植物に危害が

加わるだけでなく、チチカカ湖流域

内での、持続可能でない天然資源の

開発は、人々の生活と経済に極めて

重大な影響を与えている。

(3) 持続可能でない資源開発が

TDPS流域の天然システムに与え

る影響

流域の土壌は､以下の事柄によって

悪化している。

◇侵食

流域の6 7 . 5％の土壌が、中程度以

上の侵食を受けている。この土壌の

内、39,377km2（流域面積の29.9％）

については、相当程度以上の侵食を

受けている。わずかに4 , 2 4 9 k m 2だ

けが、草に覆われているが、その一

方5 7 , 2 4 7 k m2の土地が、保護されな

ければならない。（塩湖を除いて）

◇塩化

流 域面 積の 2 . 4％ 、 おお よそ

3 , 4 4 9 k m2が塩原に分類される。露天

採鉱によって、鉱物塩を豊富に含む

チチカカ湖流域に関する

より広範な環境管理の必要性

*By Mr. Mario Francisco Revollo

世界の湖



表土が剥ぎ取られ、降雨によってそ

の鉱物塩が運ばれる。こうした鉱物

塩は、デサグアデロ川、ポーポ湖そ

してウルウル湖の塩化の、極めて大

きな原因となっている。

◇農業技術の低さ

土壌が十分肥えていない中で、お

よそ46,455km2（流域面積の35.3％）

が、飼料用作物の栽培用である。ま

た、原始的な農業方法と、不適切な

農薬の使用によって、土地の生産性

は低下し続けている。

流域の水質は、以下の事柄によっ

て悪化している。

◇都市下水による有機汚染、バクテ

リア汚染

これは未だ主要な問題とはなって

いないものの、水質規制や、水質回

復のための手段が必要な場所もある。

特に、チチカカ湖のプノ湾、コアタ

川、ウルウル湖、セコ川では、それ

ぞれ、プノ市、ジュリアカ市、オル

ロ市、エルアルト市からの排水によ

って、水質規制や、水質回復のため

の手段が必要である。河川やその他

の水源の汚染により、飲料水や灌漑

への利用が制限され、漁業も制約を

受けている。

◇鉱業と冶金による化学汚染

採鉱が行われている場所では、採

鉱が環境悪化の主要な原因である。

酸性の強い水、選鉱屑、不純物とし

ての重金属類、浮遊選鉱法を行って

いる工場からの廃液は、水生動植物

にはとても有毒である。ポーポ湖、

ウルウル湖、そしてデサグアデロ川

の下流では、カドミウム、鉛、ニッ

ケル、コバルト、クロム、すず、そ

れにヒ素を含む重金属が、高い濃度

で検出されている。ポーポ湖とウル

ウル湖では、許容値を超える高い濃

度の金属が検出されている。

生物学的資源は悪化しており、次

に示す経済的な生産活動を低下させ

ている。

◇自然の草地

特に、牛や羊の放牧によって、草

地h a当たりに、過剰な生産性が要求

されるため、生産性は低下しており、

固有の植物は減少している。草地バ

イオマスと、自然負荷容量の両方が、

減少してしまった。この結果、家畜

はやせ、体重が減り、肉と牛乳の生

産量は、低い水準にある。

◇薪としての植物の伐採

薪用に伐採されたため、2 1％のト

ウラス（t o l a r s）は、その群落密度

を小さくしてしまった。現在、薪用

の植物は、流域の2 . 3％を覆っている

に過ぎず、また、流域の0 . 7％を占め

るに過ぎない森林は、薪や建設事業

用に過剰利用されている。

◇水生植物

トトラ葦に覆われている土地は、

1 9 7 0年の5 9 , 1 3 2 h aから、1 9 9 2年に

は40,056haに減少した。

◇魚の種類と魚の生息地

チチカカ湖に固有な魚の種類は、

無規制な漁業と、外来種の侵入によ

6
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って、その種類が減っている。流域

の南の湖（ポーポ湖、ウルウル湖）

からの魚を扱う市場は、人の健康を

脅かす可能性がある重金属が、そう

した魚に蓄積しているため、その賑

わいを失っている。

◇他の種と遺伝子保護区

過去に豊富に茂っていた、多くの

アンデスの植物種は、単にその痕跡

をとどめているに過ぎない。少なく

とも、5種類の動物が、急速に絶滅

に向かっており、他の1 2種類も、絶

滅の危険がある。

大気の状況は、以下の事がらによ

って悪化している。

◇鉱物の移動と破砕

鉱物の移動と破砕もまた、ほこり

や他の浮遊物質によって生じる大気

汚染の、主要な人工的原因である。

この地域の半乾燥の気候と、強い風

によって、特にオルロ湖周辺では、

大気汚染の影響が増幅されている。

◇金属鋳造場

金属鋳造場から排出される、多量

の亜硫酸ガス、ヒ素、鉛ダストが住

民に与える影響は、大変危険なもの

である。オルロ地域での、高い出生

異常は、この地域での様々な種類の

鉱業と、産業汚染に関係している可

能性もある。ボリビアのビアチャ

（V i a c h a）にあるセメント工場と、

ペルーのジュリアカ（J u l i a c a）にあ

るセメント工場が、このダスト汚染

の、有力な原因である。

(4) 管理のための仕組みとマス

タープラン

チ チ カ カ 湖 二 国 間 自 治 公 社

（ A L T： The Binational

Autonomous Authority of the

Lake Titicaca）は、ボリビア政府と、

ペルー政府によって設立され、1 9 9 6

年に活動を開始した。その主要な目

的は、T D P S流域の水資源と環境を

保全するための行動計画を、促進、

実施することである。そのマスター

プランには、湖沼と上下流の支流を

保全するための、協調プログラムの

概要が示されている。マスタープラ

ンでは、次の事がらの実施を目指し

ている。㈰水理学的な規制と灌漑事

業 ㈪環境影響の研究 ㈫排水システ

ムの研究 ㈬持続可能な農業 ㈭森林

再生の取り組み ㈮トトラ葦の苗床の

植え付け ㈯漁業の合理化 ㉀水の浄

化 である。さらに、マスタープラン

では、被植率解析、侵食率とその原

因の解析、地下水面レベルの解析、

水質の解析、チチカカ湖のバイオマ

スの解析の必要性について、述べて

いる。最後に、地域の人々が、生物

多様性を保全し、資源を持続可能な

方法で利用できるようになるための

能力形成を図るために、デサグアデ

ロ川流域に、二国間による保護公園

を建設することについて、その可能

性を検討するよう提案している。

(5) 流域を越えた取り組み

A L Tは、両国政府からの資金を使

って、デサグアデロ川の入り口に調

整ゲートの建設を進めており、その

工事は完成しつつある。また、A L T

は、デサグアデロ川の浚渫も実施し

ている。こうした事業に加えて、

A L Tは、E UやO A S、U N D P、G E F、

スイス協力庁などの国際機関と協力

して、利用を制限すべき地域の特定、

持続可能な農業の促進、水質と土壌

保全といった問題について、数多く

の小さな事業を実施している。A L T

はまた、湖沼を保全するために活動

している8 0 0を超える組織と個人か

ら成る、世界的なネットワークであ

るレイクネットの運営委員会におい

て、南アメリカの代表としての役割

も担っている。他の湖沼における管

理の経験を共有することは、問題解

決にとって有用であり、新たな有望

な管理手法を学ぶのに有用である。

また、湖沼管理に付随する不測の困

難を回避し、地球規模での湖沼保全

を推進する上でも有益である。大気

中への毒性物質の累積や、気候変動

といった湖沼への脅威は、ひとつの

国の国境を越えて、取り組まれなけ

ればならない。A L Tは、レイクネッ

トと共同して、南アメリカの湖沼を

保全するため、各種組織と人々のネ

ットワーク作りをしている。

(6) 結論

広大な流域面積( 1 4 3 , 9 0 0 k m2)を考

えれば、流域状況と、そこに住む

人々の経済状態の両方を向上させる

ためには、環境と、成長し続ける経

済の両方を管理するための総合計画

が、大いに必要とされているのであ

る。A L Tが直面する多くの困難を、

効率的に解決するために必要とされ

るプロジェクトの実施には、新たに

多額の資金が必要となるであろう。

A L Tとそのパートナー組織は、途轍

もなく大きな困難と、資源の欠乏に

直面しているのである。

*Director Boliviano de la

Autoridad Binacional Autonoma

del Lago Titicaca (ALT)

今回は、スペイン語の単語の

いくつかをご紹介したいと思い

ます。ご存知の方も多いと思い

ますが、気象関係でよく耳にす

る「エルニーニョ」は、熱帯太

平洋の中部から東部、ペルー沖

の海水面温度が異常に高くなる

現象で、エルニーニョが発生し

た年は、異常気象の年になると

言われています。この「エルニ

ーニョ（el niño）」とは、ス

ペイン語で「神の（男）子」と

いう意味です。

水：de lunares [デ ルナレス]

湖：el lago [エル ラゴ]

川：el ri'o [エル リオ]

森：el bosque [エル ボスケ]

海：la costa [ラ コスタ]

土：el regalo [エル レガロ]

人々：solo / sola [ソロ / ソラ]

公園：el parque [エル パルケ]

以上、本文に関係する単語の

いくつかを紹介させていただき

ました。

スペイン語豆知識
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J I C Aの集団研修コースのひとつである「第1 3回湖沼水

質保全コース」が、3月21日までの2ヶ月の日程で、

1月2 0日からI L E Cでスタートしました。

今回の研修生は9名（男性5名、女

性4名）で、アルジェリア、ブ

ラジル、コロンビア、メキシ

コ、ニカラグア、フィリピ

ン、タンザニア、ジンバブ

エからの参加です。

このコースでは、総合的

な湖沼水質管理技術と知識

の 習 得 を 目 的 と し て お り 、

I L E Cでの講義に加えて、水質分

析や分析器機などの実習、工場見学、

浄水場や下水場などの施設見学、東京と広

島での講義と見学、草津市国際交流協会（K I F A）さんの

ご協力による、新春パーティーやホームステ

イなどもあります。さらに今回は、

第3回世界水フォーラムへの参

加も予定されており、例年

以上に盛り沢山の内容と

なっています。

今年は、寒さがこと

のほか厳しく、雪の日

も多いですが、寒さに

負けず、多くの事を学

び、、帰国後は、それぞれ

の国の湖沼水質保全のため

に、活躍してほしいと思います。

--事務局- -
〒520-2264 滋賀県草津市下物町 1091   (財)国際湖沼環境委員会

TEL. 077-568-4567 / FAX. 077-568-4568      E-mail : info@ilec.or.jp

INTERNATIONAL LAKEENVIRONMENT COMMITTEE

第13回湖沼水質保全コース研修始まる

第47回評議員会報告

第4 7回評議会が、昨年 1 2月

1 2日（木）の午前 1 0時から、

I L E Cで開催されました。今回

の評議員会では、平成1 4年度事

業計画及び収支予算の補正の議

案、理事改選の議案及び監事改

選の議案が審議されました。理

事の改選については、新たに松

下理事が選任されました。すべ

ての議案について、事務局原案

どおり可決・同意されました。

また、大きな事業計画の補正で

ある、G E F中規模プロジェクト

の「湖沼流域管理イニシャチィ

ブ」については、活発な意見交

換が行われました。

第52回理事会が、昨年12月3日（火）の午後2時から、

ILECで開催されました。今回の理事会において、平成14年

度事業計画及び収支予算の補正の議案、財産処分承認の議案、

評議員改選の議案及び顧問推薦の議案が審議されました。大

きな事業計画の補正としては、GEF中規模プロジェクトであ

る「湖沼流域管理イニシャチィブ」がありました。また、合

志評議員に代わり、浜田康敬氏が新しい評議員に選ばれまし

た。すべての議案について、事務局原案どおり可決・承認さ

れました。

第52回理事会報告


